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Ⅰ 1.子どもの最善の利

益の考慮

Ⅱ 1.子どもの福祉を増

進することに最もふさ…

Ⅱ 2.生活と発達の連続

性

Ⅱ 3.養護と教育の一体

的展開

Ⅱ 4.環境を通じて行う

保育

Ⅲ 1.家庭と緊密な関係

Ⅲ 2.地域における子育

て支援

Ⅳ 1.健康及び安全の実

施体制

Ⅳ 2.職員の資質向上

Ⅳ 3.運営・管理、社会

的責任

＊今年度の取り組み状況＊

＜努力した点＞

新型コロナウィルス感染対策への対応を行った。

・保育園内全てのエアコン内部清掃を行なった。

・換気に気を付け、各保育室とＢホールに、性能の高い加湿空気清浄機への交換を行った。

・午睡用布団を個人用のマットレスに替えた。

・アレルギー対応マニュアルの見直しを行い、事故が起きないように再度確認した。

・今年の不審者対応訓練は、初めて大きな園庭での不審者を想定し行った。

・職員研修で室内での怪我をしやすい、危険な箇所の把握を行った。

・保育中の子どもの怪我の伝達漏れがないように、書面、口頭での周知の仕方を職員間で再確認した。

・朝礼での伝達事項は記録として残し、全職員が目を通し、伝達漏れがないようにした。

＜改善点・課題＞

新型コロナウィルス感染対策を考慮しながら行う。

・保護者参加の行事等を、参加が出来るようにしていく。

・外部講師の受入れを出来るだけ行い、リトミック・茶道作法・体育指導を行っていく。

・職員の救急法研修・外部講師によるモンテッソリー教育（園内研修）が自粛要請で中止に

なったため、今年度は行っていく。


